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は
じ
め
に
　
筆
者
は
前
稿
で
、
九
世
紀
の
古
代
の
日
本
海
沿
岸
諸
国
で
、
国
土
鎮
護
の
た
め
の
四
天
王
法
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
文
献
史
料
の
記
載
を
ふ
ま
え
、
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
―
具
体
的
に
は
、
国
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
郡
家
レ
ベ
ル
で
も
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
や
、
さ
ら
に
出
羽
国
内
に
あ
っ
て
は
沿
岸
部
の
み
な
ら
ず
内
陸
部
に
お
い
て
も
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
―
を
出
土
木
簡
か
ら
指
摘
し
、
こ
れ
が
九
世
紀
の
日
本
列
島
に
お
け
る
境
界
意
識
の
問
題
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ 
た 
。
こ
う
し
た
視
点
で
辺
境
に
お
け
（
１
）
る
境
界
意
識
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
く
と
、
さ
ら
に
様
々
な
素
材
を
用
い
て
論
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
前
稿
で
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
史
料
や
、
そ
の
後
あ
ら
た
め
て
検
討
し
た
素
材
を
と
り
あ
げ
て
、
同
様
の
視
点
か
ら
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。 
一　
四
天
王
法
と
国
土
鎮
護
、
対
外
関
係
　
国
土
鎮
護
を
目
的
と
し
た
四
天
王
寺
建
立
の
淵
源
と
し
て
、
前
稿
で
は
中
国
の
『
宋
高
僧
伝
』
に
み
え
る
、
玄
宗
皇
帝
の
時
代
の
、
不
空
三
蔵
に
よ
る
毘
沙
門
天
信
仰
の
記
事
を
と
り
あ
げ
、
辺
要
国
の
軍
事
施
設
に
四
天
王
を
祀
る
と
い
う
政
策
は
、
唐
の
影
響
を
受
け
て
、
国
家
主
導
で
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
論
じ
た
。
だ
が
、
敵
国
調
伏
の
意
味
で
四
天
王
寺
が
建
立
さ
れ
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
に
も
見
ら
れ
る
。
む
し
ろ
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
四
天
王
寺
造
営
の
影
響
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
『
三
国
遺
事
』
巻
第
二　
文
虎
王　
法
敏
　
明
年
、
高
宗
使
下
召
二
仁
問
等
一
議 
之
曰
、
爾
請
二
我
兵
一
以
滅
レ
麗
。
害
レ
之
何
耶
。
乃
下
二
円
扉
一
、
錬
二
兵
五
十
萬
一
。
以
二
薛
邦
一
為
レ
帥
。
欲
レ
伐
二
新
羅
一
。
時
義
相
師
西
学
入
唐
。
来
見
二
仁
問
一
。
仁
問
以
レ
事
諭
レ
之
。
相
乃
東
還
上
聞
。
王
甚
憚
レ
之
。
会
二
群
臣
一
問
二
防
禦
策
一
。
角
干
金
天
尊
曰
、近
有
下
明
朗
法
師
入
二
龍
宮
一
、
伝
二
秘
宝
一
以
来
上
。
請
詔
問
レ
之
。
朗
奏
曰
、
狼
山
之
南
有
二
神
遊
林
一
。
創
二
四
天
王
寺
於
其
地
一
、
開 
設
道
場
一
則
可
矣
。
時
有
二
貞
州
使
一
走
報
曰
、
唐
兵
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「
古
代
の
辺
要
国
と
四
天
王
法
」
に
つ
い
て
の
補
論
三　
上　
喜　
孝
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
四
天
王
法　
　
境
界
認
識　
　
古
四
王
神
社　
　
毘
沙
門
天
信
仰
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
、
第
六
号
、
七
九－
九
〇
頁
、
二
〇
〇
五
年
無
数
至
二
我
境
一
。
廻 
槧
海
上
一
。
王
召
二
明
朗
一
曰
、
事
已
逼
至
如
何
。
朗
曰
、
以
二
彩
帛
一
仮
搆
矣
。
王
以
二
彩
帛
一
営
レ
寺
、
草
搆
二
五
方
神
像
一
、
以
二
瑜
珈
明
僧
十
二
員
一
、
明
朗
為
二
上
首
一
。
作
二
文
豆
婁
秘
密
之
法
一
。
時
唐
羅
兵
未
二
交
接
一
。
風
濤
怒
起
、
唐 
皆
没
二
於
水
一
。
後
改 
剏
寺
一
、
名
二
四
天
王
寺
一
。
至
レ
今
不
レ
墜
二
壇
席
一
〔
国
史
大
改
剏
在
二
調
露
元
年
己
卯
一
〕
　
（
明
年
〔
六
六
九
年
〕、
高
宗
、
仁
問
等
を
召
し
て
之
を
議
し
て
曰
く
、
爾
、
我
兵
を
請
ひ
以
て
麗
を
滅
ぼ
し
、
之
を
害
す
る
は
何
ぞ
や
と
。
乃
ち
円
扉
に
下
し
、
兵
五
十
万
を
錬
り
、
薛
邦
を
以
て
帥
と
為
し
、
新
羅
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
時
に
義
相
師
、
西
学
入
唐
し
、
来
た
り
て
仁
問
に
見
ゆ
。
仁
問
事
を
以
て
之
に
諭
し
、
相
乃
ち
東
に
還
り
上
聞
す
。
王
甚
だ
之
を
憚
り
、
群
臣
を
会
し
て
防
禦
の
策
を
問
う
。
角
干
の
金
天
尊
、
奏
し
て
曰
く
、「
近
ご
ろ
、
明
朗
法
師
の
龍
宮
に
入
り
、秘
法
を
伝
え
以
て
来
る
こ
と
有
り
。請
う
詔
し
て
之
を
問
は
ん
」と
。朗
奏
し
て
曰
く
、「
狼
山
の
南
に
神
遊
林
有
り
。
四
天
王
寺
を
そ
の
地
に
創
り
て
道
場
を
開
設
せ
ば
則
ち
可
な
り
」
と
。
時
に
貞
州
の
使
有
り
て
走
報
し
て
曰
く
、
「
唐
兵
無
数
我
が
境
に
至
り
海
上
に
廻
槧
す
」
と
。
王
、
明
朗
を
召
し
て
曰
く
、
「
事
已
に
逼
り
至
れ
り
。
如
何
」
と
。
朗
曰
く
「
彩
帛
を
以
て
仮
に
搆
え
ん
」
と
。
王
、
彩
帛
を
以
て
寺
を
営
み
、
草
に
て
五
方
神
像
を
搆
え
、
瑜
珈
明
僧
十
二
員
を
以
て
明
朗
を
上
首
と
為
し
、
文
豆
婁
の
秘
密
の
法
を
作
る
。
時
に
唐
羅
の
兵
未
だ
交
接
せ
ざ
る
に
、風
濤
怒
起
し
、唐
船
皆
水
没
す
。後
に
寺
を
改
め
剏
め
、四
天
王
寺
と
名
づ
く
。
今
に
至
る
ま
で
壇
席
を
墜
さ
ず
〔
国
史
に
大
い
に
改
め
剏
む
る
は
調
露
元
年
己
卯
（
六
七
九
）
に
在
り
〕。
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
新
羅
で
は
、
唐
と
同
盟
を
結
ん
で
高
句
麗
を
滅
ぼ
し
た
後
、
今
度
は
唐
の
襲
来
を
恐
れ
、
こ
れ
を
調
伏
す
る
た
め
に
、
狼
山
の
南
の
神
遊
林
に
「
四
天
王
寺
」
を
建
て
た
と
い
う
。『
三
国
史
記
』
巻
第
三
十
八
、
雑
志
第
七
、
職
官
上
に
よ
れ
ば
、
四
天
王
寺
の
造
営
や
補
修
に
つ
い
て
は
四
天
王
寺
成
典
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
あ 
る 
。
実
際
、
狼
山
南
麓
の
四
天
王
寺
址
か
ら
は
、
木
塔
（
２
）
を
東
西
に
配
し
た
伽
藍
が
確
認
さ
れ
、
緑
釉
・
褐
釉
・
無
釉
三
種
の
四
天
王
浮
彫
像
の
断
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
四
天
王
寺
は
、
一
般
的
に
は
護
法
・
護
国
の
寺
院
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
き
わ
め
て
強
い
反
唐
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
田
中
俊
明
氏
は
指
摘
し
て
い 
る 
。
つ
ま
り
新
羅
に
お
け
る
四
天
王
寺
造
（
３
）
営
は
、
即
自
的
な
も
の
で
は
な
く
、
対
自
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
四
天
王
寺
の
対
自
的
性
格
は
、
日
本
海
沿
岸
諸
地
域
の
四
天
王
寺
の
あ
り
方
と
類
似
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
二　
出
羽
国
府
と
古
四
王
神
社
　
前
稿
で
は
、
秋
田
城
跡
（
秋
田
市
）
に
隣
接
す
る
古
四
王
神
社
に
着
目
し
、
こ
れ
が
、『
類
聚
国
史
』
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
地
震
の
記
事
に
あ
ら
わ
れ
る
秋
田
城
内
の
「
四
天
王
寺
」
と
関
わ
り
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
、
古
四
王
神
社
の
存
在
は
「
越
王
」
伝
承
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
べ
き
で
な
く
、
日
本
海
側
諸
地
域
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
四
天
王
法
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
論
じ
た
。
　
古
四
王
神
社
は
、
秋
田
、
新
潟
、
山
形
、
岩
手
、
福
島
な
ど
の
北
方
の
限
ら
れ
た
地
域
に
分
布
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
秋
田
城
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
古
四
王
神
社
の
存
在
が
、
九
世
紀
に
お
け
る
国
家
の
四
天
王
法
と
い
う
宗
教
政
策
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
他
の
古
四
王
神
社
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
い
え
ば
、
古
四
王
神
社
の
立
地
や
分
布
が
、
古
代
の
北
方
地
域
の
政
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治
的
拠
点
や
軍
事
的
拠
点
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
が
次
の
課
題
と
な
る
。
　
出
羽
国
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
は
出
羽
国
の
政
治
的
拠
点
で
あ
る
出
羽
国
府
と
の
関
連
が
問
題
と
な
ろ
う
。
た
だ
、
出
羽
国
府
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
議
論
が
あ
る
。
出
羽
国
成
立
当
初
、
国
府
は
出
羽
国
出
羽
郡
（
現
在
の
庄
内
地
方
）
に
置
か
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
設
置
当
初
の
出
羽
国
府
の
正
確
な
位
置
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
の
出
羽
国
府
を
め
ぐ
っ
て
は
、
天
平
五
年
（
七
三
三
）
に
秋
田
城
に
移
転
し
た
と
す
る
「
秋
田
城
国
府
説
」
と
、
天
平
五
年
に
移
設
さ
れ
た
の
は
軍
事
的
施
設
と
し
て
の
「
出
羽
柵
」
で
あ
っ
て
、
出
羽
国
府
の
機
能
は
八
世
紀
も
依
然
と
し
て
庄
内
に
あ
っ
た
と
す
る
「
秋
田
城
非
国
府
説
」
が
対
立
し
て
い
る
。
　
八
世
紀
の
出
羽
国
府
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
五
月
二
十
日
条
の
記
載
に
よ
り
、
出
羽
国
府
が
移
転
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
日
本
三
代
実
録
』
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
五
月
二
十
日
条
　
先
レ
是
、出
羽
守
従
五
位
下
坂
上
大
宿
祢
茂
樹
言
、国
府
在
二
出
羽
国
井
口
地
一
。
即
是
去
延
暦
年
中
、
陸
奥
守
従
五
位
上
小
野
朝
臣
岑
守
、
拠
二
大
将
軍
従
三
位
坂
上
大
宿
祢
田
村
麻
呂
論
奏
一
所
レ
建
也
。
去
嘉
祥
三
年
地
大
震
動
、
形
勢
変
改
。
既
成
二
窪
泥
一
。
加
之
海
水
漲
移
、迫
二
府
六
里
所
一
。
大
川
崩
壊
、去
レ
隍
一
町
余
、
両
端
受
レ
害
、
無
レ
力
二
堤
塞
一
。
堙
没
之
期
在
二
於
旦
暮
一
。
望
請
、
遷 
建
最
上
郡
大
山
郷
保
宝
士
野
一
、
拠
二
其
険
固
一
、
避
二
彼
危
殆
一
者
。
太
政
大
臣
・
右
大
臣
・
中
納
言
兼
左
衛
門
督
源
能
有
・
参
議
左
大
弁
兼
行
勘
解
由
長
官
文
章
博
士
橘
朝
臣
広
相
、
於
二
左
仗
頭
一
、
召
二
民
部
大
輔
惟
良
宿
祢
高
尚
・
大
膳
大
夫
小
野
朝
臣
春
風
・
左
京
亮
藤
原
朝
臣
高
松
等
一
、
問
二
彼
国
遷
府
之
利
害
一
。
所
レ
言
参
差
、
同
異
難
レ
定
。
更
召
二
伊
予
守
藤
原
朝
臣
保
則
一
、以
二
高
尚
等
詞
一
問
之
。
保
則
言
、
国
司
所
レ
請
、
非
レ
無
二
理
致
一
。
保
則
高
尚
等
、
元
任
二
彼
国
吏
一
、
応
レ
知
二
土
地
之
形
勢
一
。
故
召
問
之
。
太
政
官
因
二
国
宰
解
状
一
、
討 
覈
事
情
一
曰
、
避
レ
水
遷
レ
府
之
議
、
雖
レ
得
二
其
宜
一
、
去
レ
中
出
レ
外
之
謀
、
未
レ
見
二
其
便
一
。
何
者
、
最
上
郡
地
在
二
国
南
辺
一
、
山
有
而
隔
。
自
レ
河
而
通
、
夏
水
浮
レ
舟
。
纔
有
二
運
漕
之
利
一
。
寒
風
結
レ
凍
、
曾
無
二
向
路
之
期
一
。
況
復
秋
田
雄
勝
城
、
相
去
已
遥
、
烽
候
不
レ
接
。
又
挙
納
秋
饗
、
国
司
上
下
、
必
有
二
分
頭
入
レ
部
、
率
レ
衆
赴 
城
、
若
沿
レ
水
而
往
、
泝
レ
水
而
還
者
、
徴
発
之
煩
更
倍
二
於
尋
常
一
、
逓
送
之
費
、
将
レ
加
二
於
黎
庶
一
。
晏
然
無
レ
事
之
時
、
縦
能
兼
済
、
警
急
不
虞
之
日
、
何
得
二
周
施
一
。
以
レ
此
論
レ
之
、
南
遷
之
事
、
難
レ
可
二
聴
許
一
。
須
下
択
二
旧
府
近
側
高
敞
之
地
一
。
閑
月
遷
造
、
不
レ
妨
二
農
務
一
。
用
二
其
旧
材
一
、
勿 
労
二
新
採
一
。
官
帳
之
数
、
不
レ
得
二
増
減
一
。
勅
宜
下
依
二
官
議
一
、
早
令 
行
レ
之
。
（
こ
れ
よ
り
先
、
出
羽
守
従
五
位
下
坂
上
大
宿
祢
茂
樹
言
す
、「
国
府
は
出
羽
国
井
口
の
地
に
在
り
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
去
る
延
暦
年
中
、
陸
奥
守
従
五
位
上
小
野
朝
臣
岑
守
、
大
将
軍
従
三
位
坂
上
大
宿
祢
田
村
麻
呂
の
論
奏
に
拠
り
て
建
て
る
と
こ
ろ
な
り
。去
る
嘉
祥
三
年
、地
、大
い
に
震
動
し
、形
勢
変
改
し
て
、
既
に
窪
泥
と
成
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
海
水
漲
移
し
て
、
府
に
六
里
の
所
に
迫
る
。
大
川
は
崩
壊
し
、
隍
を
去
る
こ
と
一
町
余
な
り
。
両
端
に
害
を
受
け
、
堤
塞
す
る
に
力
無
し
。
堙
没
の
期
、
旦
暮
に
在
り
。
望
み
請
う
ら
く
は
、
最
上
郡
大
山
郷
保
宝
士
野
に
遷
し
建
て
、
其
の
険
固
に
拠
り
、彼
の
危
殆
を
避
け
ん
こ
と
を
」て
え
り
。太
政
大
臣〔
藤
原
基
経
〕・
右
大
臣
〔
源
多
〕・
中
納
言
兼
左
衛
門
督
源
能
有
・
参
議
左
大
弁
兼
行
勘
解
由
長
官
文
章
博
士
橘
朝
臣
広
相
、
左
仗
頭
に
於
い
て
、
民
部
大
輔
惟
良
宿
祢
高
尚
・
大
膳
大
夫
小
野
朝
臣
春
風
・
左
京
亮
藤
原
朝
臣
高
松
ら
を
召
し
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て
、
か
の
国
の
府
を
遷
す
の
利
害
を
問
う
。
言
う
と
こ
ろ
を
参
差
し
て
、
同
異
を
定
め
難
し
。
更
に
伊
予
守
藤
原
朝
臣
保
則
を
召
し
て
、
高
尚
ら
の
詞
を
も
っ
て
こ
れ
を
問
う
。
保
則
言
す
、
国
司
の
請
う
と
こ
ろ
、
理
致
無
き
に
あ
ら
ず
。
保
則
・
高
尚
ら
、
も
と
、
彼
の
国
の
吏
に
任
ぜ
ら
れ
、
土
地
の
形
勢
を
知
る
べ
し
。
故
に
召
し
て
問
う
。
太
政
官
、
国
宰
の
解
状
に
よ
り
、
事
情
を
討
覈
し
て
曰
く
、「
水
を
避
け
て
府
を
遷
す
の
議
は
、
そ
の
宜
し
き
を
得
る
と
雖
も
、
中
を
去
り
外
に
出
る
の
謀
は
、
未
だ
そ
の
便
を
見
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
最
上
郡
の
地
は
国
の
南
辺
に
在
り
、
山
有
り
て
隔
た
り
、
河
よ
り
し
て
通
ず
。
夏
は
水
に
舟
を
浮
か
べ
て
、
纔
か
に
運
漕
の
利
有
れ
ど
も
、
寒
風
に
凍
を
結
べ
ば
、
曾
て
向
路
の
期
無
し
。
況
ん
や
ま
た
、
秋
田
・
雄
勝
城
、
相
い
去
る
こ
と
已
に
遥
か
に
し
て
、
烽
候
接
せ
ず
。
ま
た
挙
納
・
秋
饗
に
、国
司
上
下
す
る
こ
と
、必
ず
分
頭
し
て
部
に
入
り
、衆
を
率
い
て
城
に
赴
く
こ
と
有
り
。
若
し
水
に
沿
い
て
往
き
、
水
を
泝
り
て
還
ら
ば
、
徴
発
の
煩
、
更
に
尋
常
に
倍
し
、
逓
送
の
費
は
、
将
に
黎
庶
に
加
わ
ら
ん
。
晏
然
に
し
て
事
無
き
時
は
、
縦
い
能
く
兼
済
す
る
も
、
警
急
・
不
虞
の
日
は
、
何
ぞ
周
施
す
る
を
得
ん
。
こ
れ
を
以
て
こ
れ
を
論
ず
る
に
、
南
遷
の
事
、
聴
許
す
べ
き
こ
と
難
し
。
須
く
旧
府
の
近
側
の
高
敞
の
地
を
択
び
、
閑
月
に
遷
し
造
り
、
農
務
を
妨
げ
ず
、
そ
の
旧
材
を
用
い
、
新
採
を
労
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
官
帳
の
数
は
、
増
減
す
る
こ
と
得
ざ
れ
」
と
。
勅
す
ら
く「
宜
し
く
官
議
に
依
り
て
、早
く
こ
れ
を
行
わ
し
む
べ
し
」）
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
延
暦
年
中
（
七
八
二
〜
八
〇
六
）
に
、
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
の
論
奏
に
よ
っ
て
、
陸
奥
守
小
野
岑
守
が
「
井
口
」
の
地
に
出
羽
国
府
を
建
置
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
わ
ゆ
る
「
井
口
国
府
」
だ
が
、
こ
の
擬
定
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
酒
田
市
の
城
輪
柵
跡
で
あ
る
と
す
る
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、「
井
口
国
府
」
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
の
大
地
震
で
壊
滅
的
損
害
を
受
け
、
地
形
の
変
動
に
よ
っ
て
周
辺
が
窪
泥
の
地
と
化
し
た
た
め
、
議
論
を
経
た
末
、
仁
和
三
年
に
「
旧
府
近
側
高
敞
之
地
」
に
移
転
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
「
旧
府
近
側
高
敞
之
地
」
に
移
転
し
た
国
府
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
八
幡
町
の
八
森
遺
跡
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ 
る 
。
（
４
）
　
八
森
遺
跡
は
、
城
輪
柵
跡
の
東
方
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
八
森
丘
陵
上
に
位
置
し
、
発
掘
調
査
の
結
果
、
城
輪
柵
跡
政
庁
と
よ
く
似
た
建
物
配
置
が
確
認
さ
れ
た
。
一
辺
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
方
形
の
囲
み
施
設
内
に
、
正
殿
と
考
え
ら
れ
る
七
間
×
三
間
の
礎
石
建
物
と
、
後
殿
と
考
え
ら
れ
る
七
間
×
一
間
の
掘
立
柱
建
物
跡
、
そ
し
て
南
辺
に
は
八
脚
門
が
確
認
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
建
て
替
え
は
な
く
、
単
一
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
造
営
年
代
は
九
世
紀
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
立
地
や
存
続
年
代
な
ど
か
ら
、
文
献
に
み
え
る
「
旧
府
近
側
高
敞
之
地
」
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
い
え
る
。
　
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
八
森
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
の
ふ
も
と
に
は
、
元
慶
元
年
の
縁
起
を
も
つ
一
条
八
幡
宮
、
そ
し
て
六
所
宮
や
古
四
王
神
社
と
い
っ
た
宗
教
施
設
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
）。「
六
所
宮
」
が
国
府
付
近
に
多
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
稿
の
関
心
か
ら
い
え
ば
古
四
王
神
社
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。『
八
森
町
史
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ 
る 
。
（
５
）
町
内
に
は
二
社
の
古
四
王
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
社
は
市
条
の
八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
合
祀
前
は
神
社
の
裏
山
に
当
る
鳥
海
水
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道
の
貯
水
池
付
近
の
北
側
山
麓
（
引
用
者
注
…
八
森
遺
跡
の
西
側
）
に
北
向
き
の
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
今
で
も
古
四
王
様
の
社
地
と
い
っ
て
、
そ
の
場
所
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
　
現
在
も
、八
森
遺
跡
の
西
側
か
ら
丘
陵
を
下
り
て
一
条
八
幡
宮
に
抜
け
る「
古
四
王
道
」
が
存
在
す
る
。
　
八
森
遺
跡
が
移
転
先
の
国
府
だ
と
す
れ
ば
、
国
府
と
古
四
王
神
社
と
の
関
係
を
示
唆
す
る
重
要
な
事
実
と
い
え
る
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
古
四
王
神
社
が
「
高
敞
之
地
」
と
い
え
る
丘
陵
上
に
立
地
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
（
八
六
七
）
五
月
廿
六
日
条
に
は
伯
耆
、
出
雲
、
石
見
、
長
門
等
の
国
に
四
天
王
法
を
行
わ
せ
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
が
、
そ
こ
に
は
、「
仍
須
レ
点
下
択
地
勢
高
敞
瞼
二
瞰
賊
境
一
之
道
場
上
。
若
素
无
二
道
塲
一
、
新 
択
善
地
一
、
建 
立
仁
祠
一
、
安 
置
尊
像
一
」
と
あ
り
、
四
天
王
法
の
道
場
の
立
地
条
件
と
し
て
「
地
勢
高
敞
瞼
瞰
賊
境
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
八
森
丘
陵
の
古
四
王
神
社
は
、
日
本
海
を
の
ぞ
む
高
敞
の
地
に
あ
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
条
件
に
合
致
す
る
。
つ
ま
り
こ
の
地
は
、
四
天
王
法
の
道
場
と
し
て
き
わ
め
て
条
件
に
合
致
し
た
地
な
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
八
森
遺
跡
周
辺
は
、
条
里
制
の
痕
跡
を
う
か
が
わ
せ
る
「
市
条
」
と
い
う
地
名
、
ま
た
、「
六
所
宮
」
や
八
幡
宮
の
存
在
、
さ
ら
に
は
「
観
音
寺
」
と
い
う
地
名
な
ど
、
国
府
に
隣
接
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
地
名
や
宗
教
的
施
設
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
　
こ
の
う
ち
、
荒
瀬
川
の
対
岸
に
位
置
す
る
観
音
寺
地
区
は
、
現
状
で
は
観
音
寺
と
い
う
寺
じ
た
い
は
存
在
し
て
い
な
い
も
の
の
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
五
月
八
日
条
に
「
以
二
出
羽
国
観
音
寺
一
預
二
之
定
額
一
」
と
あ
り
、
出
羽
国
観
音
寺
が
九
世
紀
半
ば
に
定
額
を
賜
っ
た
と
い
う
記
事
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
こ
の
地
に
観
音
寺
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
　
辺
境
に
お
け
る
観
音
寺
で
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
が
、
大
宰
府
観
世
音
寺
で
あ
る
。
大
宰
府
政
庁
の
東
方
約
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
所
在
す
る
観
世
音
寺
は
、
も
と
は
こ
の
地
で
没
し
た
斉
明
天
皇
の
追
善
供
養
の
た
め
に
天
智
天
皇
が
発
願
し
た
も
の
だ
が
、
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）
に
造
営
が
開
始
さ
れ
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
に
至
り
完
成
し
、
大
宰
府
付
属
寺
院
と
し
て
辺
境
支
配
の
拠
点
と
な
っ
た
。
　
一
方
、
陸
奥
国
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
多
賀
城
政
庁
跡
の
東
側
に
や
は
り
観
世
音
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
も
つ
多
賀
城
廃
寺
が
あ
り
、
多
賀
城
の
付
属
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
多
賀
城
市
の
山
王
遺
跡
か
ら
は
、「
観
音
寺
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
墨
書
土
器
に
み
え
る
「
観
音
寺
」
は
、
多
賀
城
付
属
寺
院
で
あ
る
多
賀
城
廃
寺
の
呼
称
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
平
川
南
氏
が
指
摘
し
て
い 
る 
。
多
賀
城
廃
寺
が
独
特
と
さ
れ
る
（
６
）
観
世
音
寺
式
の
伽
藍
配
置
を
も
つ
こ
と
、
両
寺
院
が
ほ
ぼ
並
行
し
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
、
大
宰
府
と
多
賀
城
の
対
置
な
ど
、
い
ず
れ
の
条
件
を
と
っ
て
み
て
も
、
大
宰
府
観
世
音
寺
に
対
し
て
多
賀
城
付
属
寺
院
の
寺
名
が
同
じ「
観
世
音
寺（
観
音
寺
）」
と
な
る
こ
と
は
、
十
分
に
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
辺
境
の
北
と
南
の
政
治
的
拠
点
で
、
と
も
に
「
観
世
音
寺
（
観
音
寺
）」
と
よ
ば
れ
る
付
属
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
墨
書
土
器
の
発
見
に
よ
り
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
加
え
て
平
川
氏
は
、
貞
観
七
年
の
記
事
に
み
え
る
「
出
羽
国
観
音
寺
」
に
も
注
目
し
て
い
る
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、「
律
令
国
家
の
辺
境
支
配
と
し
て
大
宰
府
と
陸
奥
・
出
羽
両
国
は
官
人
制
、
財
政
そ
し
て
軍
事
制
度
に
お
い
て
、
ほ
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ぼ
類
似
し
た
政
策
が
施
か
れ
た
。
そ
の
点
で
、
大
宰
府
・
陸
奥
国
に
観
音
寺
が
そ
れ
ぞ
れ
創
建
当
初
か
ら
併
置
さ
れ
、
そ
の
後
に
出
羽
国
に
も
観
音
寺
が
設
置
さ
れ
た
」
の
で
は
な
い
か
と
延
べ
、
さ
ら
に
「
こ
の
出
羽
国
観
音
寺
の
擬
定
地
は
山
形
県
飽
海
郡
八
幡
町
観
音
寺
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
の
出
羽
国
府
が
置
か
れ
た
と
い
う
城
輪
柵
跡
の
す
ぐ
真
東
に
当
た
る
点
、
興
味
深
い
」
と
し
て
、
出
羽
国
に
お
い
て
も
、
陸
奥
や
大
宰
府
と
同
様
に
付
属
寺
院
と
し
て
観
音
寺
が
併
設
さ
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
事
実
を
勘
案
す
る
と
、
八
森
遺
跡
と
同
じ
丘
陵
上
に
古
四
王
神
社
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
ふ
も
と
に
観
音
寺
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
は
、
大
宰
府
―
大
野
城
四
天
王
寺
―
観
世
音
寺
と
い
う
セ
ッ
ト
関
係
、
あ
る
い
は
、
多
賀
城
と
多
賀
城
廃
寺
（
観
音
寺
）
の
セ
ッ
ト
関
係
、
と
同
様
の
も
の
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
こ
か
ら
憶
測
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
平
野
部
の
城
輪
柵
か
ら
の
移
転
先
の
条
件
で
あ
る
「
旧
府
近
側
高
敞
之
地
」
と
し
て
八
森
丘
陵
が
選
地
さ
れ
た
の
は
、
も
と
も
と
こ
の
場
所
に
観
音
寺
や
四
天
王
法
の
道
場
と
い
っ
た
、
出
羽
国
に
お
け
る
枢
要
な
宗
教
施
設
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
出
羽
国
府
の
立
地
条
件
を
考
え
る
上
で
も
、
古
四
王
神
社
と
観
音
寺
の
存
在
は
、
今
後
き
わ
め
て
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
　
こ
の
よ
う
に
九
世
紀
段
階
の
出
羽
国
で
は
、秋
田
城
の
ほ
か
に
、移
転
し
た
出
羽
国
府
に
も
四
天
王
法
の
道
場
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
三　
陸
奥
国
の
毘
沙
門
天
信
仰
と
境
界
認
識
　
こ
こ
ま
で
述
べ
て
く
る
と
、
同
じ
北
方
の
辺
境
で
あ
る
陸
奥
国
で
は
、
な
ぜ
出
羽
国
の
よ
う
な
四
天
王
寺
の
痕
跡
が
明
確
に
認
め
ら
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
大
宰
府
と
陸
奥
国
府
多
賀
城
が
対
置
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
、
な
お
の
こ
と
大
宰
府
を
意
識
し
た
四
天
王
寺
が
併
設
さ
れ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
し
、
出
羽
国
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、『
延
喜
式
』
に
四
天
王
法
会
の
財
源
に
つ
い
て
の
規
定
が
み
え
て
も
よ
い
は
ず
だ
が
、
そ
の
こ
と
を
示
す
史
料
は
存
在
し
な
い
。
　
こ
れ
に
対
す
る
明
確
な
答
え
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ひ
と
つ
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
日
本
海
諸
地
域
に
お
け
る
四
天
王
法
道
場
が
、
お
も
に
海
を
隔
て
た
新
羅
に
対
す
る
調
伏
を
目
的
と
し
て
建
立
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
七
世
紀
後
半
に
新
羅
で
四
天
王
寺
が
建
立
さ
れ
た
目
的
が
、
唐
の
調
伏
を
目
的
と
す
る
き
わ
め
て
反
唐
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
隣
国
に
対
す
る
脅
威
と
い
う
局
面
に
お
い
て
、
四
天
王
法
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
出
羽
国
の
秋
田
城
は
新
羅
の
脅
威
に
対
し
て
作
ら
れ
た
城
柵
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
蝦
夷
に
対
す
る
軍
事
的
拠
点
と
し
て
作
ら
れ
た
。
だ
が
現
実
問
題
と
し
て
、
秋
田
城
に
は
日
本
海
側
地
域
に
漂
着
し
た
渤
海
か
ら
の
使
者
が
安
置
供
給
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
海
を
隔
て
て
存
在
す
る
半
島
や
大
陸
の
諸
勢
力
と
無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
、
同
じ
北
方
の
陸
奥
国
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
条
件
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
　
た
だ
陸
奥
国
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
仏
教
信
仰
は
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
毘
沙
門
天
信
仰
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
毘
沙
門
天
は
、
四
天
王
の
中
で
も
北
方
を
守
護
す
る
軍
神
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
も
陸
奥
国
で
毘
沙
門
天
信
仰
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。
中
国
に
お
い
て
も
、
辺
境
の
城
の
城
門
に
安
置
さ
れ
て
い
た
の
は
毘
沙
門
天
像
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
平
安
時
代
の
蝦
夷
征
討
に
活
躍
し
た
征
夷
大
将
軍
・
坂
上
田
村
麻
呂
が
毘
沙
門
天
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
、
と
い
う
伝 
承 
も
手
伝
っ
て
、
毘
沙
門
天
信
仰
は
陸
奥
国
内
（
７
）
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に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
陸
奥
国
に
お
け
る
毘
沙
門
天
信
仰
に
つ
い
て
は
、
窪
田
大
介
氏
の
研
究
が
注
目
さ
れ 
る 
。
窪
田
氏
は
、
文
献
史
料
の
分
析
か
ら
、
鎮
守
府
胆
沢
城
に
お
け
る
（
８
）
吉
祥
天
悔
過
の
目
的
が
、
諸
国
に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
り
、
律
令
国
家
の
蝦
夷
支
配
政
策
の
一
環
を
な
す
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
に
は
吉
祥
天
悔
過
の
本
尊
と
し
て
毘
沙
門
天
も
ま
つ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
岩
手
県
に
毘
沙
門
天
が
多
い
の
は
、
鎮
守
府
の
吉
祥
天
悔
過
を
通
じ
て
周
辺
の
蝦
夷
系
住
民
に
も
毘
沙
門
天
信
仰
が
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
蝦
夷
支
配
政
策
の
一
環
と
し
て
国
家
主
導
で
行
わ
れ
た
吉
祥
天
悔
過
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
本
尊
で
あ
っ
た
毘
沙
門
天
が
鎮
守
府
の
周
辺
地
域
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
て
い
る
。
毘
沙
門
天
信
仰
が
周
辺
の
蝦
夷
系
住
民
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
点
に
、
陸
奥
国
側
の
毘
沙
門
天
信
仰
の
特
質
が
う
か
が
え
る
だ
ろ
う
。
　
も
う
一
点
、
こ
れ
も
窪
田
氏
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、
鎮
守
府
に
お
け
る
吉
祥
天
悔
過
が
、
外
敵
に
対
す
る
防
御
と
い
う
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
様
の
吉
祥
天
悔
過
が
大
宰
府
観
世
音
寺
に
お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
た
（『
延
喜
式
』
玄
蕃
寮
・
主
税
上
）
こ
と
を
考
え
る
と
、
日
本
海
側
諸
国
に
お
け
る
四
天
王
法
と
同
様
、
辺
境
に
お
け
る
境
界
認
識
を
示
す
仏
教
信
仰
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
り
、
陸
奥
国
内
で
は
、
そ
れ
が
毘
沙
門
天
信
仰
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
岩
手
県
の
北
上
川
流
域
に
平
安
時
代
の
毘
沙
門
天
像
が
多
い
こ
と
は
有
名
で
あ 
る 
。
鎮
守
府
胆
沢
城
周
辺
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
和
町
の
成
島
（
９
）
毘
沙
門
堂
、
北
上
市
の
立
花
毘
沙
門
堂
、
江
刺
市
の
藤
里
毘
沙
門
堂
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
毘
沙
門
天
堂
は
い
ず
れ
も
北
上
川
の
東
岸
に
位
置
し
、
し
か
も
、
小
高
い
丘
陵
上
に
立
地
し
て
い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
高
敞
瞼
瞰
賊
境
」
に
築
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
ま
た
、
四
天
王
法
の
道
場
の
立
地
条
件
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
前
稿
に
加
え
て
、
辺
境
地
域
に
お
け
る
四
天
王
信
仰
、
毘
沙
門
天
信
仰
の
広
範
な
存
在
が
確
認
で
き
た
も
の
と
思
う
。
　
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
国
府
の
ほ
か
に
も
、
城
柵
や
郡
家
と
い
っ
た
施
設
と
古
四
王
神
社
の
関
係
も
今
後
の
課
題
と
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
秋
田
県
仙
北
町
に
所
在
す
る
払
田
柵
跡
は
、
出
羽
国
の
城
柵
と
し
て
記
録
に
残
っ
て
い
る
雄
勝
城
で
あ
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
こ
の
払
田
柵
跡
の
周
辺
の
大
曲
市
に
も
古
四
王
神
社
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
　
ま
た
、
山
形
県
内
に
目
を
転
じ
る
と
、
内
陸
部
に
も
古
四
王
神
社
の
分
布
が
確
認
で
き
る
（【
参
考
資
料
】
参
照
）。
前
稿
で
、
四
天
王
法
は
国
府
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
郡
家
レ
ベ
ル
で
も
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
内
陸
各
地
に
残
る
古
四
王
神
社
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
も
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
し
て
も
、
第
二
節
で
み
た
よ
う
に
、
八
幡
町
の
古
四
王
神
社
や
観
音
寺
は
、
現
存
す
る
寺
社
で
は
な
く
、
地
名
や
伝
承
と
し
て
の
み
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
地
名
や
伝
承
が
失
わ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
痕
跡
を
さ
ぐ
る
手
掛
か
り
は
完
全
に
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
地
域
の
古
代
史
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
も
、
地
名
や
伝
承
と
い
っ
た
手
掛
か
り
が
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
筆
を
措
き
た
い
。
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注（
１
） 
三
上
喜
孝
「
古
代
の
辺
要
国
と
四
天
王
法
」『
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
論
集
』
五
、
二
〇
〇
四
年
。
以
下
、「
前
稿
」
と
は
こ
れ
に
よ
る
。
（
２
） 
四
天
王
寺
成
典
に
つ
い
て
は
、
濱
田
耕
策
「
寺
院
成
典
と
皇
龍
寺
の
歴
史
」『
新
羅
国
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
（
初
出
は
一
九
八
二
年
）
参
照
。
（
３
） 
東
潮
・
田
中
俊
明
編
著
『
韓
国
の
古
代
遺
跡　
Ⅰ
新
羅
篇
（
慶
州
）』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
。
（
４
） 
山
形
県
八
幡
町
教
育
委
員
会
『
八
森
遺
跡　
古
代
編
・
古
代
図
録
編
』、
二
〇
〇
二
年
。
（
５
） 
八
幡
町
史
編
纂
委
員
会
『
八
幡
町
史　
上
巻
』
一
九
七
九
年
。
（
６
） 
平
川
南
「
墨
書
土
器
「
観
音
寺
」
―
多
賀
城
市
山
王
遺
跡
―
」『
墨
書
土
器
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
。
（
７
） 『
公
卿
補
任
』
弘
仁
二
年
条
に
、「
大
納
言　
正
三
位　
坂
上
田
村
麿　
五
十
四
　
此
人
身
長
尺
八
寸
。
胸
厚
一
尺
二
寸
。
毘
沙
門
化
身
。
来
護
我
国
云
々
。」
と
い
う
記
載
が
み
え
る
。
な
お
、
保
立
道
久
「
平
安
時
代
の
国
際
意
識
」『
歴
史
を
み
つ
め
直
す
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
四
年
（
初
出
は
一
九
九
七
年
）
も
参
照
の
こ
と
。
（
８
） 
窪
田
大
介
「
鎮
守
府
の
吉
祥
天
悔
過
と
岩
手
の
毘
沙
門
天
像
」『
歴
史
に
お
け
る
史
料
の
発
見
』
平
田
耿
二
教
授
還
暦
記
念
論
文
集
、
一
九
九
七
年
。
（
９
） 
東
北
地
方
の
毘
沙
門
天
像
に
つ
い
て
は
、
大
矢
邦
宣
「
東
北
地
方
の
毘
沙
門
天
像
」『
坂
上
田
村
麻
呂
展
』
胆
江
日
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
な
ど
を
参
照
。
　
 
【
参
考
資
料
】
自
治
体
史
に
お
け
る
古
四
王
神
社
に
つ
い
て
の
記
述
『
鶴
岡
市
史
』
上
巻
、
一
九
六
二
年
　
四
天
王
の
信
仰
は
征
夷
の
将
兵
の
勇
気
を
鼓
舞
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た
の
で
、
征
夷
の
根
拠
地
、
秋
田
に
は
四
天
王
寺
と
四
天
王
堂
舎
が
建
て
ら
れ
（
類
聚
国
史
）、
仙
北
郡
堀
田
の
雄
勝
の
柵
址
に
も
古
瓦
が
出
土
し
、四
天
王
寺
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
様
に
四
天
王
寺
は
常
に
柵
内
に
建
て
ら
れ
て
、
蝦
夷
調
伏
が
祈
願
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
延
喜
式
に
は
四
天
王
修
僧
供
養
並
法
服
料
と
し
て
二
千
六
百
八
十
束
の
稲
が
計
上
さ
れ
て
い
た
。
　
東
北
地
方
に
は
秋
田
城
址
の
古
四
王
神
社
を
始
め
と
し
て
越
王
、
高
志
王
、
古
志
王
、
故
四
王
、
腰
王
と
も
書
か
れ
、
同
義
と
思
わ
れ
る
神
社
が
少
な
か
ら
ず
現
存
し
、
い
ず
れ
も
北
方
に
向
け
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
山
形
県
で
い
え
ば
、
荘
内
地
方
で
は
西
田
川
郡
温
海
町
五
十
川
、
鶴
岡
市
由
良
、
鶴
岡
市
高
畑
町
龍
覚
寺
内
（
慶
長
十
四
年
に
鶴
岡
城
よ
り
移
さ
れ
た
と
伝
う
）、
飽
海
郡
八
幡
町
観
音
寺
、
同
服
部
に
古
四
王
神
社
が
あ
り
、
内
陸
地
方
で
は
長
井
市
川
原
沢
（
巨
四
王
）、
長
井
市
（
腰
王
）、
西
置
賜
郡
白
鷹
町
鮎
貝
（
越
王
）、
同
町
高
玉
（
越
王
）、
村
山
郡
大
江
町
所
部
、
山
形
市
長
谷
堂
（
腰
王
）
等
が
残
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
等
の
古
四
王
神
社
を
先
住
民
で
あ
っ
た
越
族
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
山
形
県
文
化
史
に
は
、「
越
族
と
は
ツ
ン
グ
ー
ス
族
で
、
中
国
史
の
東
胡
族
、
突
厥
族
と
同
系
で
四
千
年
も
以
前
に
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
進
出
し
て
満
州
と
沿
海
州
に
集
結
し
て
居
住
し
て
い
た
。
彼
ら
は
樺
太
、
北
海
道
か
ら
南
下
し
て
内
地
に
、
沿
海
州
か
ら
海
を
渡
っ
て
佐
渡
島
へ
、
そ
し
て
北
陸
道
を
出
羽
海
岸
に
、
又
は
朝
鮮
半
島
か
ら
出
雲
地
方
に
、
一
は
九
州
地
方
に
移
動
し
、
同
じ
先
住
民
の
旧
ア
イ
ヌ
族
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が
太
平
洋
岸
を
南
下
し
た
の
に
対
し
て
ツ
ン
グ
ー
ス
族
は
日
本
海
岸
を
南
下
し
た
よ
う
で
あ
る
。
越
族
の
故
国
は
越
国
で
今
日
越
前
、
越
中
、
越
後
の
国
が
残
り
、
そ
れ
は
越
路
の
道
で
あ
っ
た
。
越
族
は
考
古
学
的
に
弥
生
式
土
器
を
残
し
、
原
日
本
人
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
」
と
論
じ
、
わ
が
郷
土
は
昔
越
国
だ
っ
た
か
ら
越
ノ
王
を
祭
神
と
す
る
越
王
神
社
が
祭
ら
れ
て
い
る
と
結
論
し
て
い
る
が
考
古
学
の
上
か
ら
は
ツ
ン
グ
ー
ス
族
の
民
族
移
動
を
証
拠
立
て
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。む
し
ろ
古
四
王
神
社
は
征
夷
の
時
代
に
崇
敬
さ
れ
た
四
天
王
が
後
世
神
社
に
な
っ
た
も
の
と
見
る
阿
部
正
巳
氏
の
説
（
国
分
寺
の
研
究
）
の
方
が
無
難
と
思
わ
れ
る
。
古
四
王
神
社
が
北
向
き
に
建
て
ら
れ
て
い
る
の
も
、鎮
護
国
家
を
基
調
と
し
た
奈
良
仏
教
が
大
物
忌
神
や
月
山
神
等
の
神
々
に
劣
ら
ず
征
夷
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
わ
け
で
あ
る
。
『
白
鷹
町
史
』
上
巻
、
一
九
七
七
年
「
古
四
王
神
社
」
　
越
王
・
腰
王
・
古
志
王
、
巨
四
王
・
小
四
王
・
皇
子
王
・
高
志
王
な
ど
と
様
々
に
書
く
が
、
い
ず
れ
も
同
神
を
祀
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
主
神
な
ら
び
に
由
来
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
越
族
の
王
を
祀
る
と
す
る
も
の
、
越
国
の
伸
張
を
由
来
と
す
る
も
の
、
秋
田
市
古
四
王
神
社
の
よ
う
に
、
阿
部
氏
の
祖
大
毘
古
命
が
武
甕
槌
命
を
祀
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
東
北
地
方
の
人
が
蝦
夷
と
称
さ
れ
、
中
央
権
力
が
浸
透
し
始
め
た
頃
、
或
い
は
そ
れ
以
前
に
由
来
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。現
在
ま
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
新
潟
、
山
形
、
福
島
、
宮
城
、
秋
田
の
各
県
に
建
て
ら
れ
て
い
て
、
東
北
地
方
特
有
の
神
社
で
あ
る
。
山
形
県
で
は
、海
岸
線
を
北
進
し
た
形
の
も
の
と
内
陸
に
入
っ
た
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。
古
四
王
神
社
の
特
徴
は
、
い
ず
れ
も
北
面
し
て
建
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
町
に
は
他
地
区
と
比
べ
て
そ
の
数
が
多
く
、
四
カ
所
知
ら
れ
て
い
る
。大
字
高
玉
権
現
堂
に
あ
る
の
は
越
王
と
書
か
れ
て
お
り
か
つ
て
は
盗
人
神
と
呼
ば
れ
、
木
造
で
東
面
し
て
い
る
（
元
は
北
面
し
て
い
た
と
い
う
）。
大
字
高
岡
小
四
王
原
の
小
高
い
丘
に
あ
る
の
は
、
石
堂
で
北
面
し
て
い
る
（
元
は
木
造
で
あ
っ
た
と
い
う
）。
荒
砥
深
山
丘
の
南
方
畑
の
中
に
（
旧
道
の
傍
）
あ
る
の
は
腰
尾
神
社
と
書
か
れ
た
棟
札
が
あ
り
木
造
で
東
面
し
て
い
る
。十
王
に
あ
る
も
の
は
石
堂
で
元
の
位
置
か
ら
移
さ
れ
て
建
ち
、古
く
は「
こ
し
ょ
う
」の
地
名
の
と
こ
ろ
に
在
っ
た
と
い
う
。
も
う
一
カ
所
、
大
字
横
田
尻
中
町
西
に
、
寛
政
十
二
年
の
水
帳
に
よ
る
と
「
こ
し
ょ
う
原
」
の
名
が
あ
り
、
こ
れ
も
古
四
王
神
社
に
関
わ
り
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
八
幡
町
史
』
上
巻
、
一
九
七
九
年
　
ま
た
、町
内
に
は
二
社
の
古
四
王
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
そ
の
一
社
は
市
条
の
八
幡
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
お
り
、合
祀
前
は
神
社
の
裏
山
に
当
る
鳥
海
水
道
の
貯
水
池
付
近
の
北
側
山
麓
に
北
向
き
の
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、今
で
も
古
四
王
様
の
社
地
と
い
っ
て
、
そ
の
場
所
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
他
の
一
社
は
観
音
寺
の
飛
沢
神
社
の
境
内
に
摂
社
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
古
四
王
神
社
に
つ
い
て
は
、
「
越
」
に
ち
な
ん
で
越
後
の
国
の
移
民
に
か
か
わ
る
神
社
で
あ
る
と
か
、
一
説
に
は
「
越
王
」
か
ら
征
夷
に
あ
た
っ
て
外
敵
や
蝦
夷
か
ら
国
を
守
る
守
護
神
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
律
令
国
家
の
東
北
進
出
に
か
か
わ
り
の
あ
る
神
社
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。 
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『
川
西
町
史
』
上
巻
、
一
九
七
九
年
古
四
王
神
社
　
上
小
松
の
大
光
院
の
観
音
堂
と
本
堂
と
の
間
に
石
宮
が
あ
っ
て
巨
四
王
神
と
書
い
て
あ
る
。
小
形
仁
兵
衛
氏
の
調
査
で
は
も
と
藤
ヶ
森
（
現
在
の
ダ
リ
ア
公
園
）
に
あ
っ
た
も
の
を
こ
こ
に
遷
し
た
も
の
で
古
く
か
ら
此
の
神
を
信
仰
す
る
人
々
が
あ
っ
た
と
い
う
古
老
の
話
を
聞
い
て
い
る
。
古
四
王
と
も
越
王
、
巨
四
王
な
ど
と
も
書
い
た
も
の
が
あ
る
が
西
置
賜
郡
白
鷹
町
高
玉
に
は
越
王
神
社
が
あ
る
。
　
こ
の
神
は
崇
神
天
皇
の
時
代
四
人
の
将
軍
を
四
方
に
派
遣
し
て
遠
国
を
平
定
鎮
撫
さ
せ
た
四
道
将
軍
（
伝
承
上
の
将
軍
）
の
一
人
大
彦
命
（
お
お
ひ
こ
の
み
こ
と
）
が
高
志
国
（
越
の
国
）
を
よ
く
お
さ
め
た
の
で
越
の
王
の
尊
称
を
つ
け
て
神
と
し
て
ま
つ
っ
た
も
の
と
つ
た
え
て
い
る
。秋
田
県
に
は
国
幣
小
社
古
四
王
神
社
が
あ
っ
た
の
を
始
め
越
後
文
化
圏
の
海
岸
に
よ
く
見
ら
れ
る
神
で
あ
る
が
こ
の
置
賜
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
あ
き
ら
か
に
日
本
海
岸
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。た
だ
こ
の
こ
と
は
置
賜
地
方
の
文
化
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
ま
で
に
は
至
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、熊
野
や
諏
訪
の
信
仰
の
よ
う
に
ひ
ろ
く
置
賜
人
の
心
を
捉
え
た
と
は
言
い
得
な
い
が
日
本
海
岸
の
文
物
が
入
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
従
っ
て
中
央
文
化
も
そ
の
経
路
に
よ
っ
て
置
賜
に
入
っ
た
と
み
る
こ
と
は
決
し
て
無
理
と
は
言
い
得
な
い
の
で
あ
る
。
『
長
井
市
史
』
第
一
巻
（
原
始
・
古
代
・
中
世
）
一
九
八
四
年
「
古
志
王
神
」
　
「
コ
シ
オ
ウ
」
は
い
ろ
い
ろ
な
漢
字
が
あ
て
は
め
ら
れ
て
い
る
。「
越
王
」「
高
志
王
」「
古
志
王
」「
古
四
王
」「
胡
四
王
」「
巨
四
王
」
な
ど
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
漢
字
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
が
、「
越
の
国
の
王
」
を
祀
っ
た
の
が
越
王
神
社
で
あ
ろ
う
。
越
の
国
は
始
め
は
越
前
・
越
中
・
越
後
を
あ
わ
せ
た
北
陸
全
体
を
さ
す
広
大
な
国
で
あ
っ
た
。
　
「
越
の
王
は
」『
姓
氏
録
』
に
よ
る
と
、
孝
元
天
皇
の
息
子
で
四
道
将
軍
と
し
て
北
陸
地
方
の
巡
察
を
命
じ
ら
れ
た
大
彦
命
の
子
孫
で
あ
り
、
阿
閉
臣
・
膳
臣
・
阿
倍
臣
・
狭
々
城
臣
・
筑
紫
国
造
・
越
の
国
臣
・
伊
賀
臣
の
七
族
は
す
べ
て
大
彦
命
を
始
祖
と
す
る
と
い
っ
て
い
る
。成
務
天
皇
の
時
代
に
高
志
の
国
造
と
な
っ
た
市
入
命
は
大
彦
命
の
こ
の
大
稲
輿
命
の
子
と
な
っ
て
お
り
、大
稲
輿
命
は
大
宇
奈
具
志
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
別
に
い
う
「
宇
奈
の
越
君
」
の
こ
と
で
あ
る
。
宇
奈
の
越
君
は
延
喜
式
で
い
う
古
志
郡
六
座
の
宇
奈
具
志
神
社
の
祭
神
で
あ
り
、越
王
系
の
神
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
越
の
国
の
王
が
大
宇
奈
具
志
で
あ
り
、古
志
郡
の
宇
奈
具
志
神
社
の
祭
神
が
越
の
王
で
あ
っ
た
宇
奈
具
志
で
あ
る
こ
と
は
い
い
と
し
て
、彼
が
大
彦
命
の
子
孫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、『
姓
氏
録
』
を
つ
く
る
と
き
、
ヤ
マ
ト
朝
廷
が
新
し
く
服
従
し
た
地
方
の
力
の
あ
る
氏
族
を
処
遇
す
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
多
く
の
場
合
、そ
の
先
祖
を
さ
か
の
ぼ
る
と
必
ず
天
皇
の
子
孫
か
、ヤ
マ
ト
朝
廷
系
の
神
々
の
子
孫
に
な
る
よ
う
に
系
図
を
か
き
か
え
た
形
跡
が
あ
る
の
で
、「
越
の
王
宇
奈
具
志
」
は
「
大
彦
命
の
子
孫
」
と
い
う
説
は
信
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
山
形
県
の
越
王
神
社
の
分
布
は
、庄
内
平
野
と
長
井
盆
地
と
そ
の
隣
接
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。越
後
か
ら
庄
内
平
野
を
北
に
向
か
っ
て
開
拓
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
は
歴
史
的
に
明
確
な
事
実
で
あ
る
が
、
 
村
社　
　
古
四
王
神
社（
大
毘
古
命
・
大
山
祇
命
ほ
か
） 
温
海
町
大
字
五
十
川
鳶
ヶ
崎
　
無
格
社　
古
四
王
神
社（
大
毘
古
命
・
大
山
祇
命
ほ
か
） 
豊
浦
村
大
字
由
良
字
古
四
王
 
無
格
社　
古
四
王
神
社 
鶴
岡
市
 
無
格
社　
古
四
王
神
社 
市
條
村
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 無
格
社　
古
四
王
神
社 
北
遊
佐
村
 
無
格
社　
古
四
王
神
社
（
経
津
主
命
ほ
か
） 
稲
川
村
庄
泉
 
無
格
社　
古
四
王
神
社 
観
音
寺
村
と
、
七
社
が
分
布
し
て
い
る
。
西
置
賜
で
は
 
無
格
社　
腰
王
神
社 
長
井
町
 
村
社　
　
巨
四
王
神
社（
大
巳
貴
命
・
大
山
祇
命
ほ
か
） 
西
根
村
河
原
沢
字
巨
四
王
森
 
無
格
社　
越
王
神
社
（
事
解
男
命
ほ
か
） 
蚕
桑
村
高
玉
字
権
現
堂
 
無
格
社　
腰
王
神
社 
鮎
貝
村
 
無
格
社　
腰
王
神
社 
西
村
山
郡
本
郷
村
所
部
 
無
格
社　
腰
王
神
社 
南
村
山
郡
本
沢
村
長
谷
堂
と
ほ
ぼ
西
山
山
麓
を
北
上
し
、西
村
山
の
本
郷
と
南
村
山
の
長
谷
堂
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
置
賜
地
方
に
は
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
新
潟
県
の
移
住
者
は
か
な
り
多
く
、
長
井
に
も
そ
の
祖
先
が
新
潟
県
出
身
を
名
乗
る
者
が
多
い
。古
代
に
お
い
て
荒
川
の
下
流
に
磐
船
の
柵
が
つ
く
ら
れ
、
周
囲
の
開
拓
が
進
ん
だ
と
き
、
荒
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
宇
津
峠
を
越
え
れ
ば
広
々
と
し
た
長
井
盆
地
や
米
沢
盆
地
が
ひ
ら
け
て
い
る
の
で
、小
国
越
え
の
移
住
者
や
文
化
の
流
入
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
度
山
形
大
学
人
文
学
部
「
独
創
的
・
萌
芽
的
研
究
活
動
支
援
」（
研
究
課
題
「
古
代
に
お
け
る
境
界
認
識
の
変
遷
と
地
域
信
仰
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」）、
な
ら
び
に
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
若
手
研
究
（
Ｂ
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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伊藤武士「秋田城跡の発掘調査成果」『日本考古学』10、2000年の図を一部改定
八森遺跡地形図（『八森遺跡　古代図録篇』八幡町教育委員会2002年の図を一部改変）
